
様式03 
農事組合法人○○○○（仮称）事業目論見書（設立趣意書）（案）
１．組合の名称　　農事組合法人○○○○
２．事業の方針　
　当地区は、○○市（町）の　○○○に位置し、（○○に囲まれた中山間地であり,

水田は平場に比べ小さく、傾斜もあり、ほ場条件は決して恵まれているとはいえない。）・・・・・・。
当地区の農業の維持・発展のために、効率的な水田農業を実践し農業所得を確保し、当地区の農業者が中心となってここに農事組合法人を設立する。・・・・
当組合は、当地区の水田農業の維持・発展に貢献することを基本的方針とし、法人として農地を借り受け、法人として農業経営を行う。
３．事業の目的　　
当組合は、組合員の共同の利益を増進することを目的として、次の事業を行う。　　　　
（１）　農業の経営
（２）　前号に掲げる農業に関連する事業であって、次に掲げるもの
①　農畜産物を原料または材料として使用する製造又は加工
②　農畜産物の貯蔵、運搬又は販売
③　農業生産に必要な資材の製造
④　農作業の受託
（３）　前２号の事業に附帯する事業
４．組合の地区　　　岡山県○○市○○町○○の区域
５．事務所の所在地　当組合の事務所は、岡山県○○市○○町に置く。
６．組合員　　当組合の組合員は、別紙　組合員名簿［様式21］のとおり
７．組織機構図　　　別紙［様式04］のとおり
８．資金計画
　　・出資金　　
（１）　出資の種類　　　現金出資のみ
（２）　出資一口の金額　　　金　　　　　円
（３）　出資払込方法　　　全額一時払込み
（４）　設立時出資総口数　  　　　○○○　口
（５）　設立時出資払込総額　　　金　　　　　円
・当組合の運営資金
期中の運営資金については、農産物売上高、農作業受託料、出資金、借入金等で対応する。・・・・・・。
・機械、施設整備資金
経営面積の拡大、農作業受託面積の拡大、機械等の更新時間を考慮しながら、高能率農業機械を順次装備することとし、補助事業、制度資金等借入金等で所用の資金調達を行う。・・・・。
９．農業機械・施設整備計画
地区内の労働力・農地・機械・施設等諸資源の実態、現況機械の更新時期を考慮し、必要な高能率農業機械を順次装備することとする。
・・・・・・。
なお、過剰投資とならないことを基本とする。
１０．関係機関との関係
当組合は、農業技術、経理・決算・税務、その他事務について、ＪＡ○○、○○市（町）、○○農林事務所、その他関係機関の助言、指導を受ける。また、必要により税理士、社会保険労務士、司法書士等の専門家に依頼する。
１１．貸借対照表　　当組合の設立当初の貸借対照表は別紙［様式05］のとおり
１２．収支計画　　　当組合の中期５カ年収支計画は別紙［様式06］のとおり

